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　皆様、本日ロータリーソング「我らの生業」を歌われました。
　私も入会以来毎週ロータリーソングを、当たり前のように歌ってきましたが、み
なさんも、何故歌を歌うのか疑問にお思いになった事はありませんか？
　ロータリーソングは、創立時の例会から歌われていた訳ではなかったようです。
　例会で歌われるようになったのは、ロータリーの創立直後３年の間、シカゴロータリークラブで奉仕強
調派と親睦派との間に激しい討論があり、クラブが崩壊寸前になっていたとき、例会で、ハリー・ラック
ルズ（印刷業、シカゴクラブの第５番目の会員で、第五のロータリアンとして知られていた）が「諸君、
どうだい皆で歌おうではないか」と言ってラックルズの指揮で歌いだし、やがて全員の合唱となり和気ア
イアイのムードになった。
　合唱というのは不思議な力を持っているものですね！
　第一次世界大戦の際、徳島県鳴門市坂東の捕虜収容所での音楽は、ドイツ兵同士の荒れる心を和ませ、
仕事の士気を高め周囲の日本の人々と心を通わせました。
　今では、毎年年末になると日本人が大好きなベートーベンの第九の合唱が歌われていますが、この事が
最初のきっかけだったと記憶しています。
　それと同じように、ロータリーソングも、例会のたびに「ハリー歌おう」と催促されて、皆で歌ってい
るうちに習慣が出来て例会のプログラムになってしまったそうです。
　その後、この習慣はアメリカの多くのクラブに普及しましたが、必ずしも世界のどこでもと言うことは
ないそうです。
　現在歌われているのは、アメリカ、日本、オーストラリア、ナイジェリア、ニュージーランド、カナダ
など様々な国の例会行事になっていますが、ヨーロッパ、南米、アジアの一部では、例会に歌は歌わない
クラブもあるそうです。
　東京クラブでは、初期の頃は英語のものを歌っていたそうです。
　別に細則で規定しているわけではないので、歌うか歌わないかは、それぞれの自由だそうです。
　ロータリーソングは、音楽的才能のある人だけのものではありません。良い声、普通の声、えたいの知
れない声、私の歌には、節がないと諦めている人、皆さんのためのものです。
　どうぞ、遠慮しないで大きな声で歌って下さい。

●例　会　場／ホテル御殿場館21
●開 会 点 鐘／18：00 
●ロータリーソング／奉仕の理想
●内　　　容／前会長・幹事慰労会
　　　　　　　並びに新入会員歓迎会 
　　　　　　　親睦活動委員会

●会員誕生日／７月19日　勝又　誠君 

　　　　　　　７月22日　渡辺　巌君 

●皆　出　席／７月10日　長田吉弘君（23年）

　　　　　　 

★12：30点鐘
★東山荘
★５大奉仕委員長所信表明
　(クラブ奉仕・職業奉仕) 
　５大奉仕委員長

会長挨拶
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○例会日/木曜日
○例会場・事務局/ＹＭＣＡ東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会　　　長○鈴木　榮一
幹　　　事○勝又　　洋
会報委員長○斎藤　　衛

第2620地区

会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

61名 59名 53名 89.83％ 100.00％

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

欠席者（６名）

のメーキャップの出席報告 67
9 25

６月12日 
６月17日 
７月７日 

裾 野
長 泉  
清 水

勝又　重春君 
山内　強嗣君 
芹澤　正明君

勝又敏雄君・根上陽一君・大森清治君・高村繁男君 
山内強嗣君・山 伊久雄君
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7  9のスマイル
・先週のスマイルの件数が多かったので今週させていただきます。
今年一年よろしくお願いいたします。本年度会長・幹事・会計

・６月に静岡で行われた建具全国大会で自社の作品が静岡県技能師
連合会長賞を頂きました。来年は秋田にて全国大会がありますので、
次の賞に向けてまた頑張ろうと思います。渋谷　一君

第 1 回
クラブ協議会

ガバナー補佐挨拶

　今年度、静岡第２分区のガバナー
補佐を任命されました、三島西ＲＣ
の栗田です。一年間よろしくお願い
致します。
　当地区では、９年前の2000～2001
年度の渡辺守人パストガバナーの時

にＤＬＰに対応し、以前の分区代理制よりガバナー
補佐制が導入されました。
　ガバナー補佐の任務は分区内のクラブの管理運営
に関してガバナーを補佐する役目です。その為には
各クラブが、年度を開始するに当たって作成する『効
果的なロータリークラブとなる為の活動計画の指標』
を検討する、年度が始まってからはクラブの活動の
進捗状況を、ガバナーに随時報告する。
　又、ガバナーの意向にそって、ロータリーの発展
を促し、助言をし、問題があれば対応する事が使命
と考えております。

１．四半期に一度、各クラブを訪問する。
　　（今年度は期首、ガバナー公式訪問、中間、期
　　末に訪問する。） 
２．ガバナー公式訪問に際して開かれる、各クラブ
　　協議会に出席する。
　　（今年度は、各クラブの期首に開催される、ク
　　ラブ協議会に出席する。） 
３．各クラブが、ガバナーの要請や推奨事項を実行
　　するよう奨励する。
　　（地区目標を各クラブが達成出来るように助言
　　する。） 
４．各クラブの会員増強目標、奉仕プロジェクト目
　　標、ロータリー財団目標、クラブ管理運営目標、
　　広報目標に向けた進捗状況を随時確認する。 
５．地区リーダーシップ・プランとクラブ・リーダー
　　シップ・プランを推進する。 
６．地区大会及び、その他の地区会合への出席を推
　　進する。
７．ガバナーの意向を踏まえ、ＩＭを開催する。
　　（Ｈ22.２.14（日）　東レ総合研修センター）
８．全般に渡って、地区とクラブの調整を図る。
９．以上の事項を円滑に実行するに当たり分区内の
　　会長、幹事会を年間６回開催する予定。

栗田正司様
ＲＩ第2620地区　静岡第２分区

ガバナー補佐

『今年度は次のような事項を行います』


